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ヴィクトリア女王（Queen Victoria）
在位：1837年6月20日 - 1901年1月22日
生没：1819年5月24日 - 1901年1月22日（81歳没）

イギリス・ハノーヴァー朝第6代目女王、初代インド女帝。

世界各地を植民地化・半植民地化して繁栄を極めた大英帝国を象徴する女王。
1837年に18歳で即位し、生涯で4男5女を授かった。

彼女の時代は産業革命による経済の発展の絶頂期を迎えた。
そして繁栄を謳歌するとともに国王夫妻に象徴されるように、「家庭の平和」と英国美術の黄金期が絶
頂を迎えた事から「エリザベス1世」「アン女王」と並び「英国は女王の時代に治世が栄える」とまで言
われている。

ウナとライオン（Una And The Lion）
エドモンド・スペンサーによる「妖精の女王（1590年発
行）」をモチーフにした、ヴィクトリア女王の戴冠翌年に鋳
造された記念金貨。
デザイナーは当時の造幣局長ウィリアム・ワイオンが手掛け、 
「世界で一番美しい金貨」 と言われている。

裏面のウナ（ヴィクトリア女王）と守護神ライオン（英国）
が寄り添い歩いて行く姿が描かれる姿は、発行から200年近
く経った今でも世界中のコレクター、富裕層から愛されてい
る。

世界で最も美しい金貨
英国 1839年 ヴィクトリア女王 ウナとライオン 5ポンド金貨 
【発行枚数】400枚【サイズ】36.02mm/39.94ｇ
【希少性】★★★★★
【ご案内価格】55,000,000円～(税込)



表面：ヴィクトリア女王の肖像構図
VICTORIA D:G：BRITANNIARUM REGINA F:D:
（神の恩寵によるヴィクトリア、英国女王にして信仰の擁護者）

裏面：ウナとライオンの構図
DIRIGE DEUS GRESSUS MEOS （主が我等を導く）
MDCCCXXXIX(1839年)
W.WYON R.A.（ウィリアム・ワイオン ロイヤルアカデミー）

オークション落札実績（落札価格/日本円落札価格）
2023.8 アメリカ＠$420,000/62,000,000円（PF64UCAM）



国王の権威を獅子の姿で現した歴史的な金貨
英国 1619-20年 ジェームズ1世 シュプールロイヤル金貨
【発行枚数】不明【サイズ】31.00mm/6.26ｇ
【希少性】★★★★★ 
【ご案内価格】30,000,000円～(税込)

ジェームズ1世（James I）
在位：1567年7月24日 - 1625年3月27日
生没：1566年6月19日 - 1625年3月27日（59歳没）

スコットランド女王メアリーの長男として生まれたジェームズは、1歳に
なると父の死と共にスコットランド王として即位した。（この時の名は
ジェームズ6世）
1606年にエリザベス1世が崩御するとジェームズ1世としてイングランド
王に即位し、その後生活の拠点をロンドンに移した。

魔女狩り
12世紀頃から各地で行われていた魔女狩りに積極的に参加しており、
1590年に自身の乗った船が嵐に会った時は「魔女の黒魔術によって狙わ
れた」として70人を逮捕した。
自身は悪魔学という本を出版する程のめり込んでおり、とある裁判では被
告（魔女）に「国王はサタンの敵」と証言させていた事も分かっている。

王権神授説
「王の権利は神から与えられた」「王は神のみに責任を追う」という思想
を持っていたとされているが、意外にも議会との協調を重んじていた人物
であった事が後の研究で判明している。

表面：王勺と宝珠を持ったライオン、正面にはジェームズ1世の紋章
IACOBVS D：G：MAG：BRIT：FRA：ET HI：REX 
（神の恩寵によるジェームズ イングランド、フランスならびにアイルランドの王）
左右にXV：１ロイヤル＝15シリングというレート

裏面：中央に太陽、周りには王冠と獅子、百合の花（これが拍車（Spur、シュプール）に見える事から
「シュプールロイヤル金貨」と呼ばれる）
A DNO : FACTVM EST [I]STVD ET EST MIRABI (主の行いは全て正しい）

19歳の頃の肖像



ジェームズ1世の紋章

Lion Of England
百獣の王ライオンが紋章として初めて使用したのは
12世紀のリチャード1世（左画像）と言われている。

その勇ましい姿はイングランド王国だけではなくオ
ランダ、スペイン、ノルウェーなどにも広まり、次
第に騎士や王侯、地主といった身分の者も使用する
ようになった。

またライオンの姿は様々であり、直立した「セジャ
ント」、前脚を上げた「ランパント」、翼を持ち本
を持った「ヴェネチアの聖マルコ（右画像）」など
が存在する。
（参考：森護先生著「紋章学」）

シュプールロイヤル金貨
世界最古の金貨「リディア王国・クロイソス王スターテル金貨」
から続く「獅子＝権威の象徴」を17世紀に再現した金貨でもあ
り、これを手にした方は間違いなく歴史の1ページをその手に治
める事になる。
貨幣学の観点から最も希少性のある英国金貨と言っても過言では
ない1枚。

2020年にロイヤルミントがMS63をGBP162,750/約2,800万円
で販売した実績が残っている。（右記事）



戦乱の時代を治めた、音楽を愛したバロック大帝
オーストリア 1685年 レオポルト1世 12ダカット金貨
【発行枚数】不明【サイズ】40.00mm/41.74ｇ
【希少性】★★★★★
【ご案内価格】40,000,000円～(税込）

レオポルト1世（Leopold I）

在位：1658年7月18日 - 1705年5月5日
生没：1640年6月9日 - 1705年5月5日
（65歳没）

聖職者となるべく教育を受けたレオポルトで
あったが、15歳の時に兄フェルディナント4世
が急死した為父王の崩御後にボヘミア王、神聖
ローマ帝国皇帝に即位。
音楽と芸術を愛する文化人であったレオポルト
であったが、皮肉な事に自身の治世は戦が続く
戦乱の時代となってしまった。

個人的には敬虔なカトリック教徒であり、肉類
は食さず、野菜と魚介類を好んだという。

レオポルト1世が活躍した最も有名な大トルコ
戦争（1683-1699年、ハプスブルク家・ポー
ランド×オスマン帝国)にてオスマン帝国に圧
勝した記念の1枚。

表面：中央のレオポルド1世の肖像、それを支える２人の天使
背景は大トルコ戦争でオスマン帝国から勝ち取ったばかりのハンガリー・ブダペストの都市景観

裏面：同じく大トルコ戦争でオスマン帝国勝ち取った都市の風景
グラン、ソルノックサラヴァス、ヴェロヴィチザ、ウンガワル、ノイハウゼル、カスチャウ、トッケイ

結婚式でのレオポルト1世とマルガリータ妃
1666年に結婚した2人の結婚式はなんと2年間も続き、
花火、オペラ、芝居、コンサート、仮面舞踏会、馬上
試合が開催された。
もちろん皇帝自身も参加し、特技であったバイオリン
やフルートを演奏した。


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

